
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シールド掘削機のスキンプレートの開口端に設けている隔壁に回転自在に支持されたカッ
タヘッドであって、外周にスキンプレートと略同径の外周枠を備えてあり、この外周枠内
の直径上に一本の回転ドラムを配設して該回転ドラムの両端を外周枠に回転自在に支持さ
せると共にその両端部を上記外周枠の後端に連結している背面部材上に設置しているモー
タによって回転駆動するように構成し、さらに、この回転ドラムの外周面に該回転ドラム
の長さ方向に小間隔毎に土砂掘削ビットを一列状に突設していると共に、この土砂掘削ビ
ット列から周方向に一定間隔を存した該回転ドラムの外周面に回転ドラムの長さ方向に小
間隔毎にカッタヘッドの回転中心部に位置するこの回転ドラムの長さ方向の中央部を含め
て上記土砂掘削ビットよりも突出長が長い障害物切削ビットを突設していることを特徴と
するカッタヘッド。
【請求項２】
カッタヘッドの回転中心部に位置する回転ドラムの長さ方向の中央部近傍から内外端がカ
ッタヘッドの中心枠部と外周枠とに夫々固着されている土砂掘削ビット付アームを複数本
、放射状に設けていることを特徴とする請求項１記載のカッタヘッド。
【請求項３】
カッタヘッドを回転自在に支持している隔壁はスキンプレートの開口前端部内周面に前後
摺動自在に内嵌されてあり、この隔壁をスキンプレート内に配設している推進機構により
前進させるように構成していると共にスキンプレートと隔壁とを切り離し可能に連結する
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連結手段を設けていることを特徴とする請求項１記載のカッタヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は掘進途上に存在するシートパイルなどの土留壁や杭などの地中障害物を切除し
ながら掘進するシールド掘削機におけるカッタヘッドに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　シールド掘削機によってトンネルを掘進中に木製杭やＲＣ構造物などの障害物に達する
と、カッタ板に突設している地盤掘削ビットでは障害物を切削、除去できないために、従
来から一旦掘削作業を停止したのち、地上から立坑を掘って障害物を撤去したり機内から
切羽側に作業員が出て人力により撤去することが行われいるが、前者の方法では地上から
立坑を掘削するために周辺の環境や交通、さらには埋設管などに悪影響を及ぼすばかりで
なく、障害物が構造物の基礎杭である場合には立坑から基礎杭に達する横坑の掘削を必要
とし、長期間の工期を要すると共に費用も嵩むことになる。一方、後者の方法では、切羽
での安全な作業が可能となるように地盤凍結工法やジエットグラウト工法などの地山安定
のための補助工法を必要とし、工費が高騰すると共に圧気併用の場合には杭切断のための
火気使用が極めて危険な作業となり、その上、切羽での作業環境が悪くて能率が低下する
という問題点がある。
【０００３】
　このため、本願出願人等は特開平１０ー３７６７５号公報に記載しているように、スキ
ンプレートの開口端に回転自在に配設しているカッタヘッドとして、回転中心部に前方に
向かって山形状に突出した掘削ビット付固定頭部を配設すると共にこの固定頭部の中央部
に該固定頭部に対して出没自在な障害物切削ビット付可動頭部を配設してこれらの頭部を
カッタヘッドと同一方向に回転させるようにし、さらに、固定頭部からスキンプレートの
開口端側に向かって複数本の回転アームを放射状に配設し、該回転アームに複数本の地盤
掘削ビットを一列状に突設すると共に複数本の障害物切削ビットを数列、突設してなる構
造のカッタヘッドを開発した。
【０００４】
　そして、地盤を掘削する際には、障害物切削ビット付可動頭部を掘削ビット付固定頭部
から後方に没入させておき、且つ各回転アームに突設した地盤掘削ビットを前方に向けた
状態にして回転アームを回転不能に固定し、この状態で上記頭部とカッタヘッドを回転さ
せながらシールド掘削機を推進させることにより掘削ビットで地盤を掘進している。また
、シールド掘削機が地中障害物に達すると、障害物切削ビット付可動頭部を掘削ビット付
固定頭部から前方に突出させると共に回転アームを回転可能とし、この状態で該回転アー
ムを軸芯回りに回転させるとカッタヘッドと可動頭部を回転させながらシールド掘削機を
推進させることにより切削ビットで障害物を切削している。
【０００５】
【特許文献１】特開平１０ー３７６７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記カッタヘッドによれば、その回転中心部前方の障害物部分を、前方
に向かって山形状に形成している可動頭部を障害物の面方向に回転させながら切削ビット
により錐状に切削するように構成しているので、切削ビットが常に被切削面に押し付けら
れた状態となって切削屑（切削片）が切削ビット間の隙間に食い込むと共に切削屑の排出
が円滑に行われなく、そのため、切削ビットの切削力が低下して障害物の切除作業に支障
をきたすという問題点があった。
【０００７】
　また、カッタヘッドを回転自在に支持した隔壁をスキンプレートに一体的に固着してス
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キンプレートの内周面に装着している複数本の推進ジャッキの作動により、シールド掘削
機全体を推進させながらカッタヘッドに突設している切削ビットで障害物を切削していく
ものであるから、大きな推進力を必要とするばかりでなく、切削推進速度の微妙な調整が
困難であり、その上、砂層などの軟弱な地盤中に存在する地中障害物を切削する場合には
、スキンプレートの支持が不安定となって推進ジャッキにより該スキンプレート全体を推
進させると、スキンプレートが前後左右に振れたり、推進方向に対して不連続な動きとな
って、このような振れや動きがそのまゝカッタヘッドに伝達され、切削ビットが欠損した
り破損したりする虞れがあった。
【０００８】
　本発明は上記のような問題点に鑑みてなされたもので、その主な目的は、地中障害物の
切削時に、カッタヘッドの回転中心部前方の障害物部分を含めて全面的に円滑且つ確実な
切削とその切削屑の排除を可能にするシールド掘削機におけるカッタヘッドを提供するに
ある。
【０００９】
　また、本発明の他の目的は、地中障害物の切削時にはカッタヘッドを単独的に推進可能
にして、該カッタヘッドに設けている障害物切削ビットに振れなどの不安定な動きを生じ
させることなく地中障害物を円滑且つ正確に切削し得るシールド掘削機におけるカッタヘ
ッドを提供するにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記主目的を達成するために本発明のカッタヘッドは、請求項１に記載したように、外
周にスキンプレートと略同径の外周枠を備え、この外周枠内の直径上に回転ドラムを配設
して該回転ドラムの両端を外周枠に回転自在に支持させると共にその両端部を上記外周枠
の後端に連結している背面部材上に設置しているモータによって回転駆動するように構成
し、さらに、この回転ドラムの外周面に該回転ドラムの長さ方向に小間隔毎に土砂掘削ビ
ットを一列状に突設していると共に、この土砂掘削ビット列から周方向に一定間隔を存し
た該回転ドラムの外周面に回転ドラムの長さ方向に小間隔毎にカッタヘッドの回転中心部
に位置するこの回転ドラムの長さ方向の中央部を含めて上記土砂掘削ビットよりも突出長
が長い障害物切削ビットを突設してなる構造を有している。
【００１１】
　上記請求項１に記載のシールド掘削機におけるカッタヘッドにおいて、請求項２に係る
発明は、カッタヘッドの回転中心部に位置する回転ドラムの長さ方向の中央部近傍から、
内外端がカッタヘッドの中心枠部と外周枠とに夫々固着されている土砂掘削ビット付アー
ムを複数本、放射状に設けていることを特徴とするものであり、また、請求項３に係る発
明は、上記他の目的を達成するためになされたもので、カッタヘッドを回転自在に支持し
ている隔壁をスキンプレートの開口前端部内周面に前後摺動自在に内嵌し、この隔壁をス
キンプレート内に配設している推進機構により前進させるように構成していると共にスキ
ンプレートと隔壁とを切り離し可能に連結する連結手段を設けていることを特徴としてい
る。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に係る発明によれば、カッタヘッドの外周にスキンプレートと略同径の外周枠
を備えてあり、この外周枠内の直径上に回転ドラムを配設して該回転ドラムの両端を外周
枠に回転自在に支持させ、この回転ドラムの外周面に該回転ドラムの長さ方向に小間隔毎
に土砂掘削ビットを一列状に突設していると共に、この土砂掘削ビット列から周方向に一
定間隔を存した該回転ドラムの外周面に回転ドラムの長さ方向に小間隔毎に上記土砂掘削
ビットよりも突出長が長い障害物切削ビットを突設しているので、シールド掘削機によっ
て計画トンネル線上の地盤を掘進していく場合には、回転ドラムに一列状に突設している
地盤掘削ビットを前方に向けた状態にして回転アームを回転不能に固定し、この状態でカ
ッタヘッドを回転させながら前進させることによりトンネルを掘進することができるのは
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勿論、その掘進中に木杭等の障害物が存在した場合には、回転ドラムをその軸芯回りに回
転させると共にカッタヘッドを上記同様に回転させながら前進させることによって回転ド
ラムに突設している障害物切削ビットにより障害物を切除することができる。
【００１３】
　この際、回転ドラムの両端部を上記外周枠の後端に連結している背面部材上に設置して
いるモータによって回転駆動するように構成し、障害物切削ビットは回転ドラムの長さ方
向の中央部、即ち、カッタヘッドの回転中心部を含めて両端部まで突設しているので、回
転ドラムの回転によって全ての障害物切削ビットが障害物の被切削面に食い込むように進
入して確実な切削を行うことができると共に、切削後に被切削面から抜け出して切削屑や
切削片を既に切削した孔の後方に排出することができ、従って、障害物切削ビット間に切
削屑が食い込むことなく、例え食い込みが生じても次の切削時に容易に切削屑が離脱して
切削ビットが切れやむことなく長時間に亘って円滑且つ確実な切削を行うことができる。
【００１４】
　さらに、請求項２に記載したように、カッタヘッドに上記回転アームと共に複数本の土
砂掘削ビット付アームを放射状に設けておくことによって、地盤の掘進が能率よく行える
。
【００１５】
　また、請求項３に係る発明によれば、カッタヘッドを回転自在に支持した隔壁をスキン
プレートの内周面に前後摺動自在に内嵌し、この隔壁を推進機構によって推進させるよう
にすると共に隔壁とスキンプレートとの連結手段を設けているので、障害物に突き当たっ
た際には、隔壁とスキンプレートの連結を解き、この状態にしてスキンプレートを推進さ
せることなくトンネル内の定置させた状態にしてカッタヘッドのみを隔壁と共に推進機構
により前進させながら障害物の切削、除去を行うことができ、従って、比較的小さな推進
力で能率よく障害物を切除していくことができると共にカッタヘッドが振れることなく円
滑に回転して障害物切削ビットの欠損や損傷をなくして長期間の使用に供することができ
るものであり、その上、カッタヘッドの障害物切削ビットによる切削速度を各種障害物に
応じて正確に調整することができて効率のよい障害物の切除が可能となるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　次に本発明の具体的な実施の形態を図面について説明すると、図１において、シールド
掘削機Ａはスキンプレート１と、このスキンプレート１の開口前端部に該スキンプレート
１の内周面に沿って前後摺動自在に配設した隔壁２と、この隔壁２に回転自在に支持され
たカッタヘッド３とを備えてあり、カッタヘッド３は隔壁２の中心部に回転自在に支持さ
れたセンターシャフト４の前端部に固着している中心枠 3aと、スキンプレート１と略同径
に形成され且つ前半部を中心枠 3aから前方に突出させている円環状の外周枠 3bと、これら
の中心枠 3aと外周枠 3bとの後端面間を一体に連結して中心枠 3aから外周枠 3bに向かって放
射状に突設している複数本背面部材 3cと、この背面部材 3cの前方において該背面部材 3cと
平行して外周枠 3b内に配設され且つ内端を中心枠 3aの前端に一体に固着していると共に外
端を背面部材 3cの前面に支持された複数の仕切部材 3dとから形成している。
【００１７】
　上記カッタヘッド３の外周枠 3bの前端部内にはカッタヘッド３の直径上に向けてカッタ
ヘッド３の直径に等しい一本の円筒形状の回転ドラム５を一文字状に配設し、この回転ド
ラム５の両端部をカッタヘッド３の直径線上で対向した外周枠 3bの対向部に回転自在に支
持させている。さらに、回転ドラム５は上記センターシャフト４の前方に位置する長さ方
向の中央部、即ち、カッタヘッド３の回転中心部を山形状の大径部 5aに形成されてあり、
回転中心線上に対応する部分においては前後方向に最も突出した形状に形成している。
【００１８】
　この回転ドラム５の外周面四方には、該回転ドラム５の長さ方向に１列の地盤掘削ビッ
ト６と、三列の障害物切削ビット７とを固着している。詳しくは、地盤掘削ビット６は回
転ドラム５の外周面の一部において、回転ドラム５の両端間に亘って該回転ドラム５の長
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さ方向に小間隔毎に一列に突設してあり、障害物切削ビット７はこの地盤掘削ビット列か
ら回転ドラム５の周方向に順次 90度、 180 度、 270 度の角度間隔を存した部分に、図３に
示すように、それぞれ回転ドラム５の両端間に亘って該回転ドラム５の長さ方向に小間隔
毎に突設して三列の障害物切削ビット列を形成している。
【００１９】
　さらに、全ての障害物切削ビット７は地盤掘削ビット６よりも回転ドラム５からの突出
長が長く形成されていると共に、隣接する障害物切削ビット列においては、互いに障害物
切削ビット７による切削部分が接触又は一部が重複するように、一方の列の障害物切削ビ
ット７に対して他方の列の障害物切削ビット７を回転ドラム５の長さ方向に障害物切削ビ
ット７、７間の間隔よりも狭い範囲内でずらして配設されている。なお、回転ドラム５か
らの地盤掘削ビット６の突出長は、全て同一長さであり、同様に、障害物切削ビット７も
全て同一突出長に形成されている。なお、カッタヘッド３の外周枠 3bの前端面にも複数個
の地盤掘削ビット６を突設している。
【００２０】
　回転ドラム５の回転駆動機構は、該回転ドラム５の後方に配設している上記カッタヘッ
ド３の背面部材 3c上に一対の油圧モータ８、８を設置し、これらの油圧モータ８、８の回
転軸 8aに固着しているスプロケットホイール 9aと回転ドラム５の両端に固着しているスプ
ロケットホイール 9b間にそれぞれ無端チエーン 9cを掛け渡してなり、油圧モータ８、８を
駆動することによってカッタヘッド３の仕切部材 3d上の回転ドラム５を左右、いずれかの
方向に回転させるようにしている。従って、上記地盤掘削ビット６と障害物切削ビット７
は、左右いずれの回転方向に対してもそれぞれ地盤の掘削、障害物の切削が可能な刃体に
形成されている。
【００２１】
　また、回転ドラム５の後方における上記背面部材 3cに回転ドラム固定用ジャッキ 10を前
後方向に向けて設置し、そのロッド 10a の前端を回転ドラム５の外周面における上記地盤
掘削ビット列と直径方向に対向する反対面に穿設した係合孔 11に係脱自在に係止させるこ
とによって地盤掘削ビット列を前方に向けた状態で回転ドラム５を回転不能に固定するよ
うに構成している。
【００２２】
　さらに、回転ドラム５の長さ方向の中央近傍部、即ち、カッタヘッド３の回転中心部か
ら放射状に延びる複数本の仕切部材 3d上に、図２、図４に示すように、外端をカッタヘッ
ド３の外周枠 3bの前端に一体的に固着した地盤掘削ビット付アーム 12を固定している。こ
のアーム 12の前端面における両側長辺縁に長さ方向に小間隔毎に地盤掘削ビット 6'を前方
に突設した状態で固定している。なお、アーム 12は回転ドラム５に対して周方向に一定角
度間隔毎に設けられており、隣接するアーム 12、 12間及び回転ドラム５とアーム 12間には
上記隔壁２の前面とカッタヘッド３の後面間の空間部で形成している土砂取込室 13に連通
する土砂取込口 14を設けている。また、これらのアーム 12に固着している地盤掘削ビット
6'と回転ドラム５に突設している地盤掘削ビット６とはその先端掘削刃を同一垂直面上に
揃えられている。
【００２３】
　一方、カッタヘッド３のセンターシャフト４を回転自在に支持した上記隔壁２にはその
外周端面に短筒形状の外筒部 21を前方に向かって一体的に固着していると共にこの外筒部
21から内方に一定間隔を存して内筒部 22を前方に向かって一体的に固着してあり、外筒部
21の外周面を上記スキンプレート１の前端開口部の内周面に前後摺動自在に内嵌させてい
る。さらに、隔壁２の後面外周部に、該隔壁２の推進機構を構成している後述する中折れ
ジャッキ 15の先端を一体に連結させていて、中折れジャッキ 15の伸長により隔壁２を前方
に推進させるようにしている。
【００２４】
　上記スキンプレート１は前胴部 1aとこの前胴部 1aの後端に前端を互いに屈折自在に接続
した後胴部 1bとからなり、後胴部 1bに対して前胴部 1aを上下左右に屈折させて方向制御を
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行う中折れジャッキ 15によって上記推進機構を構成している。中折れジャッキ 15は図５に
示すように、スキンプレート１の内周面に、周方向に一定間隔毎に複数本配設されてあり
、その後端を図１に示すように後胴部 1bの前端内周面に枢着することによって支持させて
いると共に前端を上記隔壁２の後面に一体的に連結している。
【００２５】
　さらに、隔壁２の後方における前胴部 1aの内周面に周方向に小間隔毎に上記各中折れジ
ャッキ 15に対応させて複数片の連結片 16を固着してあり、各連結片 16に穿設している挿通
孔 17を通じてそれぞれ中折れジャッキ 15の前半部を挿通させていると共に挿通孔 17から前
方に挿通した中折れジャッキ 15の前半部外周面にブラケット片 18を固着してこのブラケッ
ト片 の後面を上記連結片 16の前面に切り離し 接合させ、取り外し可能なボルト 19
によって連結片 16とブラケット片 18を に連結することによって隔壁２のロック手段を
構成している。又、スキンプレート１の前胴部 1aの後端内周面と後胴部 1bの前端内周面と
の複数個所に中折れ固定ボルト 24によって切り離し可能に連結した突片 25、 26を固着して
いる。
【００２６】
　上記カッタヘッド３はその外周部に後方に向かって複数本の水平支持部材 31を一体に突
設してあり、これらの水平支持部材 31の後端面に一体に取付けているリング部材 32を隔壁
２の内外筒部 21、 22の対向面にベアリングを介して回転自在に支持させていると共に該リ
ング部材 32の後面に内歯車 33を一体に固着し、この内歯車 33に隔壁２の後面に装着してい
る駆動モータ 20の回転軸に固着した歯車 20a を噛合させて駆動モータ 20によりカッタヘッ
ド３を回転駆動させるように構成している。
【００２７】
　なお、カッタヘッド３と隔壁２との間の空間部で形成されている土砂取込室 13からの土
砂搬出手段としての上記スクリューコンベア 27はその前端開口部を隔壁２の下端部を貫通
して土砂取込室 13の下端部内に臨ませている。また、スキンプレート１における後胴部 1b
の前端部内周面に複数本の推進ジャッキ 28を周方向に一定間隔毎に配設している。
【００２８】
　このように構成したシールド掘削機は、地盤を掘削する際には回転ドラム５をその外周
面に一列状に突設している地盤掘削ビット６を図１に示すように前方に向けた状態にした
のち、回転ドラム固定用ジャッキ 10を伸長させてそのロッド先端を回転ドラム５の係合孔
11に係止させることにより回転ドラム５を回転不能とし、さらに、中折れジャッキ 15の前
半外周部に固着しているブラケット片 18をスキンプレート１の前胴部内周面に固着してい
る連結片 16に接合させてボルト 19により連結、固定することによりスキンプレート１と隔
壁２とをロック状態に一体化させると共にスキンプレート１の前後胴部 1a、 1bとの対向突
片 25、 26間を連結している中折れ固定ボルト 24を取り外して前後胴部 1a、 1bが互いに屈折
可能な状態としておく。
【００２９】
　この状態にして、推進ジャッキ 28のロッド端のスプレッダをスキンプレート１の後胴部
1bのテール部内で組立てたセグメントＳの前端面に当接させてセグメントＳに反力を支持
させ、該推進ジャッキ 28を伸長させることによりシールド掘削機全体を推進させると共に
駆動モータ 20を作動させてカッタヘッド３を回転させることにより、回転ドラム５とアー
ム 12に突設している地盤掘削ビット６、 6'で地盤を掘削しながらトンネルを築造していく
。なお、掘削した土砂は土砂取込口 14から取込室 13内に取り込まれてスクリューコンベア
27により機内に搬出し、トロ等によりトンネル内を通じて排出される。
【００３０】
　また、曲線トンネル部を掘削する場合や方向を修正したい場合、例えばシールド掘削機
Ａを右側に向きを変える時には、左側に配設している中折れジャッキ 15を伸長させる一方
、右側に配設している中折れジャッキ 15を収縮させれば、後胴 1bに対して前胴 1aが右方向
に屈折し、その状態で掘進すればよい。
【００３１】
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　次に、上記のようにトンネルを掘削すると共に掘削した壁面にセグメント覆工を施しな
がらシールド掘削機Ａが前進し、その掘進途上で地盤中に打設されたシートパイルや木杭
などの障害物に突き当たると、シールド掘削機Ａの掘進及びカッタヘッド３の駆動を一旦
停止させる。そして、回転ドラム固定用ジャッキ 10のロッドを収縮させてその先端部を回
転ドラム５の係合孔 11から離脱させることにより回転ドラム５を回転可能な状態とする。
【００３２】
　さらに、中折れジャッキ 15の前半外周部に固着しているブラケット片 18とスキンプレー
ト１の前胴部内周面に固着している連結片 16とを連結しているボルト 19を取り外すことに
よりロックを解除して、ブラケット片 18を介してスキンプレート１の前胴部 1aに連結して
いた隔壁２をスキンプレート１から切り離すと共に、スキンプレート１の前後胴部 1a、 1b
との対向突片 25、 26間を中折れ固定ボルト 24で一体に連結することにより、前後胴部 1a、
1bを屈折不能にロックする。
【００３３】
　この状態にして駆動モータ８を駆動して回転ドラム５をその軸芯回りに回転させると共
にカッタヘッド３を駆動モータ 20によって回転させながら全ての中折れジャッキ 15を伸長
させると、スキンプレート１が停止した状態で中折れジャッキ 15の先端と一体に連結して
いる隔壁２のリング体 2Aが図６に示すように、該スキンプレート１の前胴部 1aの内周面に
沿って摺動しながら前胴部 1aの開口端から前方に向かって前進し、この隔壁２に支持され
ているカッタヘッド３を推進して該カッタヘッド３の回転ドラム５に突設している障害物
切削ビット７によって障害物を切削し、切削屑を土砂取込口 14から取込室 13内に取り込ん
でスクリューコンベア７により搬出、除去するものである。なお、回転ドラム５の回転数
はカッタヘッド３よりもはるかに大きく、例えば、カッタヘッド３の回転数を 1.5rpm、回
転ドラム５の回転数を 100rpmとしている。
【００３４】
　カッタヘッド３を回転させながら回転ドラム５によって障害物を切削する状態を詳しく
述べると、回転ドラム５の長さ方向の中央部、即ち、カッタヘッド３の回転中心部に位置
する山形状の大径部 5aに突設している障害物切削ビット７によって障害物の被切削面に円
錐形状の穴が芯抜きされ、この芯抜き部を中心にしてカッタヘッド３がセンターシャフト
４を中心として回転しながら、回転ドラム５の両端間に亘って突設している複数列の障害
物切削ビット群によって障害物が切削されてカッタヘッド３の外径に略等しい円形孔か穿
設される。
【００３５】
　この時、回転ドラム５の回転によって全ての障害物切削ビット７が障害物の被切削面に
食い込むように進入して切削を行ったのち、被切削面から抜け出して切削屑や切削片を既
に切削した孔の後方、即ち、土砂取込口 14から取込室 13側に排出し、再び被切削面に進入
して障害物を掘り起こすように切削していく。
【００３６】
　こうして、カッタヘッド３を支持している隔壁２をスキンプレート１の開口端から中折
れジャッキ 15によって前方に前進させながら回転ドラム５によって障害物を円形状に切削
し、障害物の径或いは厚みが大きくて中折れジャッキ 15の伸長量では障害物を完全に切除
できない場合には、推進ジャッキ 28を伸長させると共にその伸長量に応じて中折れジャッ
キ 15を収縮させることにより、スキンプレート全体を一定長、隔壁２側に向かって前進さ
せて前胴部 1aに固着している上記連結片 16を隔壁２側に連結した中折れジャッキ 15の前半
部外周面に固着している上記ブラケット片 18に近接ないしは接触させた状態とする。
【００３７】
　この状態にして再び、カッタヘッド３を回転させると共に中折れジャッキ 15を伸長させ
ることによりスキンプレート１を停止させた状態で隔壁２を前進させて障害物切削ビット
７により障害物を切削し、この作業を必要に応じて繰り返し行って障害物にシールド掘削
機が通過可能な円形孔を穿設する。
【００３８】
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　なお、推進機構としての中折れジャッキ 15はスキンプレート１の前胴部に固着している
連結片 16に穿設した挿通孔 17に貫通してその前端を隔壁２の外周リング体 2Aに連結してい
るので、カッタヘッド３の回転時に隔壁２が共回りしようとしても、中折れジャッキ 15か
ら連結片 16を介してスキンプレート１により阻止することができる。しかしながら、カッ
タヘッド３の回転によって中折れジャッキ 15に無理な捩じり方向の力が作用しないように
スキンプレート１の前胴部 1aの内周面と隔壁２の外周リング体 2Aとの間に適宜な回転止め
手段を設けておけばよい。
【００３９】
　こうして、障害物にシールド掘削機が通過可能な円形孔が穿設されると、推進ジャッキ
28を伸長させると共に中折れジャッキ 15を収縮させることにより、中折れジャッキ 15の前
半外周部に固着しているブラケット片 18をスキンプレート１の前胴部内周面に固着してい
る連結片 16に接合させてボルト 19により連結、固定してスキンプレート１と隔壁２とをロ
ック状態に一体化させると共にスキンプレート１の前後胴部 1a、 1bとの対向突片 25、 26間
を連結している中折れ固定ボルト 24を取り外して前後胴部 1a、 1bが互いに屈折可能な状態
とし、さらに、回転ドラム５に突設している地盤掘削ビット６を前方側に向けた状態にし
て該回転ドラム５を固定用ジャッキ 10により回転不能に固定し、この状態にして、上述し
たように通常通りの地盤掘削を行ってトンネルを築造していくものである。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】シールド掘削機の簡略縦断側面図。
【図２】カッタヘッドの正面図。
【図３】回転ドラムの断面図。
【図４】地盤掘削ビット付アームの簡略側面図。
【図５】中折れジャッキ配設部分の縦断面図。
【図６】隔壁を前進させた状態のシールド掘削機の簡略縦断側面図。
【符号の説明】
【００４１】
　１　スキンプレート
　 1a　前胴部
　 1b　後胴部
　２　隔壁
　 2A　リング体
　３　カッタヘッド
　５　回転ドラム
　６　地盤掘削ビット
　７　障害物切削ビット
　 10　回転ドラム固定用ジャッキ
　 15　中折れジャッキ
　 28　推進ジャッキ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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